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図 3- 4 東奈良遺跡西壁南端の花粉ダイアグラム（川崎地質株式会社，1995）
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3- 3 層準2、5（土壌薄片試料）の堆積環境について

(1) 層準2の堆積環境

土壌薄片の観察結果から、層準2に「人為的営力など何らかの営力が及んでいる

可能性が高い。」と考えた。この層準は5A層に対比され、（財）大阪市文化財協会

（2010）の分析（図3- 1）では試料№2として、植物珪酸体分析、花粉分析、珪藻

分析が行われていた。しかし植物珪酸体分析では、イネのほか栽培の可能性のある

種類は検出されていない。花粉分析ではイネを含む可能性が高いイネ科（40ﾐｸﾛﾝ以

上）も21％と稲作を示唆するほど高くなく、ガマ属が49％と高いことから、むしろ

湿地環境での堆積が示唆される。

一方珪藻分析では止水・浮遊種や不定（あるいは不明）・底生種が多産する傾向

にあり、沼沢湿地環境での堆積が示唆される。しかし、珪藻化石の完形率は27％と

低く、堆積後に何らかの営力が及んだ可能性が示唆される。

(2) 層準5の堆積環境

層準5では花粉分析結果、植物珪酸体分析が実施されている（SP01）ことから、

土壌薄片観察による堆積環境推定との整合性を検証する。

土壌薄片の層準5には砂の葉理が観察され、洪水砂の流入がみられる後背湿地の

堆積環境が推定できた。同層準の植物珪酸体分析結果ではヨシ属が多産し、花粉分

析でもイネ科（40ﾐｸﾛﾝ未満）、カヤツリグサ科、ガマ属が特徴的に検出されるなど、

湿地環境での堆積が示唆される。
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3- 4 深掘り№2地点の堆積環境・古植生と周辺地域の古植生

（財）大阪市文化財協会（2010）では、今回分析より10cm程度上位で花粉分析、

珪藻分析が行われていた。これらの分析結果と今回の分析結果を基に、深掘り№2

地点での堆積環境、古植生と周辺地域の古植生について述べる。

(1) 調査地近辺の堆積環境

堆積相の変化が激しく、堆積環境が頻繁に変化していたと推定される。珪藻化石

群集では、海 -汽水種が検出され、時折海水の影響を受けていたことが分かる

（（財）大阪市文化財協会（2010））。標高が-1.0m程度であり、海面低下期に河

口域の後背湿地で堆積した可能性がある。全体に淡水・底生種が高率になるが、浮

遊種も検出されることから、水深がやや深かった可能性もある。

(2) 調査地近辺の植生

調査地近辺（沼沢地周囲）の水辺にはアシ原が広がり、部分的にガマ類が繁茂し

てたと考えられる。

(3) 丘陵から山地の森林植生

調査地周辺から北方の千里丘陵や北摂山地にかけては、カシ類を主要素とする照

葉樹林が広く分布し、谷筋や扇状地端部にはスギ林が分布していたいと推定される。

山地中腹から高所には、高槻市本山寺に残存するような温帯針葉樹（モミ・ツガ

林）が分布していたと考えられる。
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４ まとめ

西淡路1丁目所在遺跡での発掘調査に伴い花粉分析等諸分析を実施した。今回の

分析で明らかになった主な事柄は以下の通りである。

① 4B-C層から5B層上部に認められた土壌擾乱の原因として、地震が推定できた。

② 5B層上部（SP01）で2195±20yrBP、下部（SP02）で1745±25yrBP の年代値が得

られた。一方、得られた花粉化石群集と近隣の遺跡で得られた花粉化石群集の花

粉層序学的な比較によって、茨木市内で得られた弥生時代中期後半から平安時代

前半までの植生を反映した花粉化石群集と、類似していることが明らかになった。

したがって、5B層下部（SP02より上位）は弥生時代中期以降に堆積したものと推

定できる。

③ 土壌薄片試料層準2、5の堆積環境について、花粉分析、植物珪酸体分析、珪藻

分析から検証を行い、いずれの層準も湿地環境で堆積したことが明らかになった。

層準2には「何らかの営力」が及んだと推定されるが、稲作が行われていた可能

性は低い。

④ 深掘り№2地点の堆積環境、古植生を推定した。
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顕 微 鏡 写 真
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顕微鏡写真対応表（1）

種類名 ：地点-試料-プレパラート

花粉
マキ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
モミ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
ツガ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
マツ属（複維管束亜属） ：大坂城跡OS09-1-59-①
コウヤマキ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
スギ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
カバノキ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
ハンノキ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
ブナ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
コナラ亜属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
アカガシ亜属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
クリ属 ：大坂城跡OS09-1-67-2-②
ニレ属-ケヤキ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
エノキ属 -ムクノキ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
モチノキ属 ：大坂城跡OS09-1-67-2-②
ツツジ科 ：大坂城跡OS09-1-59-①
サジオモダカ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
イネ科（ 40ﾐｸﾛﾝ以上） ：大坂城跡OS09-1-59-①
キスゲ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①
マメ科 ：大坂城跡OS09-1-59-①
キク亜科 ：大坂城跡OS09-1-59-①
タンポポ亜科 ：大坂城跡OS09-1-59-①
シノブ属 ：大坂城跡OS09-1-59-①

プラント･オパール
（短細胞珪酸体）
イネ属1 : 伶人町RI08-3南区北壁№1-4b
イネ属2 : 伶人町RI08-3南区北壁№2-4cU
ヨシ属 : 西淡路WA08-2 SP02
イチゴツナギ亜科 : 伶人町RI08-3南区北壁№1-4c
チゴザサ属 : 伶人町RI08-3南区北壁№1-4c
ススキ属 : 伶人町RI08-3南区北壁№1-4b
ネザサ節 : 伶人町RI08-3南区北壁№1-4c
タケ亜科 : 西淡路WA08-2-SP02
（機動細胞珪酸体）
イネ属1 : 伶人町RI08-3 南区北壁№1-4b
イネ属2 : 伶人町RI08-3 南区北壁№2-4cU
ヨシ属1 : 西淡路WA08-2-SP02
ヨシ属2 : 伶人町RI08-3 南区北壁№1-4b
ウシクサ族 : 伶人町RI08-3 南区北壁№1-4b
ネザサ節 : 伶人町RI08-3 南区北壁№1-4b
タケ亜科 : 西淡路WA08-2-SP02

種実
オモダカ属:種子片 ：大坂城跡OS09-1 南 60
オオムギ :炭化種子 ：天神橋TJ08-1 SK202
オオムギ :未熟種子 ：天神橋TJ08-1 SK202
イネ :果実片 ：大坂城跡OS09-1 南 60
イネ :炭化種子 ：天神橋TJ08-1 SK202
コムギ:炭化種子 ：天神橋TJ08-1 SK202
スゲ属A:果実 ：大坂城跡OS09-1 南 60
スゲ属B:果実 ：大坂城跡OS09-1 南 60
スゲ属C:果実 ：大坂城跡OS09-1 南 60
カヤツリグサ属:果実 ：大坂城跡OS09-1 南 60
カヤツリグサ科A:果実 ：大坂城跡OS09-1 南 67
カヤツリグサ科B:果実 ：大坂城跡OS09-1 南 67
コナギ属 :種子 ：大坂城跡OS09-1 南 60
サナエタデ－オオイヌタデ:果実 ：大坂城跡OS09-1 南 60
イヌコージュ属:果実 ：大坂城跡OS09-1 南 60
アズキ型 :炭化種子片 ：天神橋TJ08-1 SE201
マメ科:炭化種子片 ：天神橋TJ08-1 SK202
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顕微鏡写真対応表（2）

種類名 ：地点-試料-プレパラート

種実
キク科A:果実 ：大坂城跡OS09-1 南 67
キク科B:果実 ：大坂城跡OS09-1 南 67
アカメガシワ:種子片 ：大坂城跡OS09-1 南 67
ヒサカキ属:種子 ：大坂城跡OS09-1 南 67
不明 B:種実 ：大坂城跡OS09-1 南 67
不明 D:種実片 ：大坂城跡OS09-1 南 67
不明 E:種実 ：大坂城跡OS09-1 南 60
不明 F:炭化種子片 ：天神橋TJ08-1 SK202
不明 G:炭化種子片 ：天神橋TJ08-1 SK202



マキ属

モミ属

ツガ属

マツ属（複維管束亜属）

コウヤマキ属

スギ属 カバノキ属 ハンノキ属

キスゲ属

イネ科（40ﾐｸﾛﾝ以上）

サジオモダカ属ツツジ科モチノキ属

エノキ属-ムクノキ属ニレ属-ケヤキ属クリ属アカガシ亜属コナラ亜属ブナ属

マメ科 キク亜科 タンポポ亜科 シノブ属

スケールバーはすべて 0.01 ㎜



オモダカ属 オオムギ オオムギ イネ イネ コムギ

スゲ属 A スゲ属 B スゲ属 C カヤツリグサ属 カヤツリグサ科 A カヤツリグサ科 B

コナギ属 サナエタデ -オオイヌタデ イヌコージュ属 アズキ型

マメ科 キク科 A キク科 B アカメガシワ ヒサカキ属

不明 B 不明 D 不明 E 不明 F 不明 G

( 種子片 ) ( 炭化種子 ) ( 未熟種子 )

( 果実 ) ( 果実 ) ( 果実 )

( 果実片 ) ( 炭化種子 ) ( 炭化種子 )

( 果実 ) ( 果実 ) ( 果実 )

( 種子 ) ( 果実 ) ( 果実 ) ( 炭化種子片 )

( 炭化種子片 ) ( 果実 ) ( 果実 ) ( 種子片 ) ( 種子 )

( 種実 ) ( 種実片 ) ( 種実 ) ( 炭化種子片 ) ( 炭化種子片 )



イネ属 1 イネ属 2 チゴザサ属 ネザサ節

イチゴツナギ亜科

タケ亜科 ヨシ属 ススキ属 スケールバーはすべて 0.005 ㎜

短細胞珪酸体

機動細胞珪酸体

スケールバーはすべて 0.005 ㎜

イネ属 1 イネ属 2 ネザサ節 タケ亜科

ヨシ属 1 ヨシ属 2 ウシクサ族


